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研究成果の概要（和文）：３～７世紀の日本列島における都市化について、大阪上町台地、博多湾岸、奈良盆地
の地域間比較から研究した。方法として、近現代以前の都市が大きく依存した自然環境の復元の成果を活用し、
集住地とその周辺の機能分化と、人口を支える必需物資の需給（外部依存）を切り口に分析した。その結果、と
くに５～７世紀の間、生産・流通・消費の過程と社会資本を整備しつつ、数地域で平行して都市化が進行した実
態を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  The origin of the city in Japan is generally said to be the late 7th 
century Fujiwara-kyo (a Chinese style capital in Nara ). However, in Japan the process of the 
urbanization which lead to Fujiwara-kyo isn’t clear. We studied the process of the urbanization 
during the 3th and 7th centuries on the Japanese archipelago through a comparison of the Osaka 
Uemachi upland, the coastal region of Hakata (the former name of Fukuoka) Bay and the Nara basin. We
 used results of restoration of old natural environment which early cities depended on and compared 
the urbanization of these three areas with reference to external dependence and function 
differentiation as indicators.
  As a result, we clarify that on the Japanese archipelago the urbanization proceeded in parallel at
 several areas by maintaining the process of production, distribution, consumption and preparing the
 socioeconomic capital of the population concentration area and its surroundings during 5th and 7th 
centuries.

研究分野：考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
都城制研究につながる前段の人口集中地の様相が明らかになり、通時代的な都市史研究に対する一方法を見出し
た。同様の研究法は汎地域的にも通用し、日本列島から朝鮮半島までの初期都市の比較研究に道を開いた。ま
た、古環境復元や微細遺物の活用など、発掘資料を最大限に活かした集落址の調査・研究法へ刺激を与えること
ができた。人口減少社会では持続可能な居住システムの構築は今日的課題で、初期都市の研究はその解決のヒン
トにもなる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 日本列島の都市史では藤原京以降の都城制研究が盛んであるが、その前段とのつながりが
よくわからず、これは、実態以上に資料的制約や研究法の影響を受けている可能性が考えられ
た。日本列島でいち早く都市化がすすむ大阪上町台地・博多湾岸・奈良盆地の地域間比較研究
により、不分明な時期を埋めることができると予測された。 
(2) 大阪上町台地では古地形や古植生の詳細な復元がすすんでおり、これと微細遺物まで含め
た多様な発掘資料を活用することで、新たな初期都市研究の道をひらくことができると考えた。
同種の方法は、社会の発展段階や自然環境が類似する他の比較対象地域にも、汎用が可能であ
る。 
 
２．研究の目的 
日本列島における 3～7世紀の間の都市化の道程とその実態を明らかにすることを目ざす。 

 
３．研究の方法 
前近代の都市が大きく依存していた自然環境の復元研究の活用、集住地の機能分化の分析、
集住地の外部依存（必需物資の需給）の解明の３つの方法で目的に迫る。機能分化は都市化の
進度を示し、各種の機能や施設の立地は地形の制約をうける。人口の集中は周辺の支えがなけ
れば成り立たない。外部依存は都市化の必須要件であり、必需物資の需給システムの工夫が都
市化の鍵となる。これらの方法によって、大阪上町台地・奈良盆地・博多湾岸の実態を分析し、
それらを比較・総合化する。 
 
４．研究成果 
(1) 大阪上町台地で進んでいる詳細な地形復元と植生推定を基に、機能分化と外部依存を分析
した。機能分化では、人口集中地の縁辺で運河・港・道の実態と機能を明らかにし、急速に広
がった低地帯からの茅・畜力・畠作物などの物資供給の実態を考察した。また、5 世紀前半以
降、3 段階を経て 7 世紀中葉の前期難波宮造営に至る都市化の過程を明らかにした。必需物資
では、食糧（植物質食糧と動物質食糧）・木材（木製品）・手工業品・塩・牛馬の主要 5項目に
ついて、その需給の実態を分析した。 
奈良盆地には纏向遺跡はじめのいくつかの対象地域があるが、その中で主に取り上げたのが 5
～6 世紀の御所市南郷遺跡群である。南郷遺跡群でも機能分化と上記品目の必需物資の需給の
研究成果をまとめた。博多湾岸では、纏向遺跡に先立って都市化が進んだ比恵・那珂遺跡群を
対象に、古墳時代前期までと、中断を経た後の 6世紀後半以降の 2時期について同様の分析を
行った。 
本研究では古墳時代前期以前の比恵・那珂遺跡群の調査成果の総合化とその評価にみるべき
ものがあるが、3～4 世紀の時期では奈良盆地まで網羅できていない。全体としては 5～7 世紀
の間で総合的な成果があがった。5～7世紀の日本列島の都市化について、大阪上町台地・博多
湾岸・奈良盆地の 3地域の比較・総合化から、以下、(2)5 世紀、（3）6世紀、（4）6世紀末～7
世紀前半の諸段階の道程をまとめ、次に、(5)当該期の都市化の特徴と動因を記す。 
 
(2) 5 世紀  弥生時代末～古墳時代前期の比恵・那珂遺跡群や纏向遺跡の先駆の後、日本列
島で人口集中が起こったのが、5 世紀の大阪上町台地北端と南郷遺跡群などの奈良盆地内の数
地域であった。上町台地北端が選地された最大の与件は、水運による物流の便にあった。居住
や農耕の適地でなく、大きな在地勢力は存在しない。まず地形環境の変化を活かして港と運河
が整えられ、維持された。縄文時代以来の照葉樹林が切り拓かれ、上町台地の森林資源は可能
な限り建築物やインフラの整備などに使われた。金剛山地東麓で、森を切り拓いて開発された
南郷遺跡群も、木材資源の確保では有利な点があった。上町台地北端ほどではないが、南郷遺
跡群も陸路を介した交通の要地にあった。上町台地では開析谷が複雑に入り組み、後に前期難
波宮が置かれる台地高所を除いて広い占地はできず、施設群は分置せざるを得ない。また、湧
水や雨水で谷頭は地滑りを起こし、深く抉られる。施設群や居住地をつなぐ道は、主谷・支谷
の谷頭を避けて通すことになる。台地高所北西に築かれた法円坂倉庫群は、港と運河から数百
m～1㎞離れていた。地形条件に合わせてこれらを結び、開発するには計画性は必須である。ま
た複雑な微地形は、人口増にしたがって機能分化を促進させた。多くの谷と小河川があった南
郷遺跡群でも、分置された施設や居住地を連関させるために計画性は必須であり、土石流を避
ける配慮も要った。5 世紀段階では、人口集中地の内部構造は南郷遺跡群の方がより明らかに
され、祭政の施設は 2～3ヶ所に機能分化していた。上町台地北端では、法円坂倉庫群で営まれ
た政治・行政の施設は未発見であるが、経済力比からすると、規模は南郷遺跡群の極楽寺ヒビ
キや南郷安田以上であろう。両地域とも当初より手工業品のための工房を足下に設け、人口増
に応えた。それらには、百済系の須恵器窯や複合的な金属器生産にみられる渡来系技術者たち
が関与し、彼らを掌握・動員できる力が必要であった。 
上町台地北端では、人口増を支える穀物などの食糧は、域内や隣接地の生産では追いつかず、
水運で運ばれた。東側の湖は、面的に後背地を広げることに役立ち、急速に陸化した低地帯は
様々な有用植物を供給した。大阪平野や奈良盆地では、人口増に占める動物質食糧の役割は、
水産物以外は低い。中国の都市誕生期の食糧・祭祀に供された牛のような、都市型の動物質食



糧[岡村秀典 2008]はなかった。日本列島への馬の導入期であった 5世紀には、河内湖岸に馬の
牧が開かれ、上町台地などの開発や陸運に畜力が提供される端緒となった。南郷遺跡群でも他
で繁殖された馬が飼われ、利用された。 
 
(3) 6 世紀  6 世紀には、人口の集中地に博多湾岸の比恵・那珂遺跡群が加わった。南郷遺
跡群は、祭政の施設や大規模工房が消え、大型倉庫群が加わるなど、構造を変えつつ一定の人
口をかかえ続けた。ミヤケは本来、都市化とは関係ないが、上町台地北端と比恵・那珂遺跡群
では、ミヤケ設置による殖産や兵站の整備が人口増の契機や拍車となった[南秀雄 2018]。上町
台地周辺ではミヤケと関連して、钁丁（くわよぼろ）という土木の精鋭[栄原永遠男 2017]が、
開発や開墾に投入された。また、低地帯には馬に加え牛の牧が設けられ、さらなる畜力を供給
した。当地では鉄器の生産拠点などの工房群が漸増し、倉庫域や官衙域が固定化するなど、機
能分化が順調に進行したと推測される。また漁撈集団が、物資の運搬・管理にも活躍した証左
があった。 
比恵・那珂遺跡群では手工業生産の痕跡が乏しく、上町台地北端や南郷遺跡群のように自家
供給を目指すのでなく、より広い地域で手工業生産を分担する方向で体制を整えたらしい。木
材については、人口増に伴う建築物の増加や大型化に対して森林の再生力が追いつかず、6 世
紀以降は外に求めた。上町台地北端では旧国の河内国やその周辺程度、南郷遺跡群では奈良盆
地外の東山間部などから供給された。青柳泰介らの一連の研究によれば、奈良盆地の場合、5
世紀までにこのような需給体制ができたらしい。木材は、早い段階で遠くに供給元を探してい
る[樋上昇 2016]。建物はじめ必需品の多くの素材で、重量・体積が嵩張り、成長に長期を要す
る木材は、極東アジアにおいて人口集中を進める鍵となる物資と考えられる[南秀雄 2019]。 
 
(4) 6 世紀末～7世紀前半  6 世紀末～7世紀前半の間、上町台地北端はさらなる機能分化を
遂げた。内政（小郡）、外交（大郡・館）、開発（屯倉中枢）の拠点が離れつつ相互に連関し、
手工業生産地が中心（屯倉中枢）を取り巻くように位置した。多くの開析谷を活かし、高低で
の配置と平面の配置をうまく組み合わせて人口集中地の空間構成ができていった。この段階に
は、港や運河と拠点間を結ぶ道、港や運河と交わりつつ外部とを結ぶ陸路も相当に整っていた
であろう。6世紀後葉～7世紀の比恵・那珂遺跡群においても、政治・行政機能の分化は上町台
地北端と類似する。比恵・那珂遺跡群では、官家に関連したであろう分置された倉庫群と、併
存する官衙域があった。文献から知りうる内政（筑紫大宰）、外交（大郡・筑紫館の前身）、開
発・兵站（官家中枢）の拠点は上町台地北端と対比でき、3 個程度への官衙域の分化と対応す
る。菅波正人のいう発展期には周囲に一般層の住居が多数建ち並び、人口の増加が想定できる。
一方、南郷遺跡群は衰退し、奈良盆地では 6世紀後葉以降、飛鳥周辺に人口が集中したとみら
れるが、一般層まで含めた社会の変容が筆者には把握できず、ここではふれない。 
人口増を支える植物質食糧の主力である穀物の供給では、6世紀末頃の上町台地周辺で大きな
変化があった。南に離れた長原・瓜破遺跡では、この時期、洪積台地に灌漑用水網を掘削して
大規模な水田開発が行なわれた。人口集中地を支える食糧の増産をめざし、後背地のさらなる
開発が進められたと考える。上町台地北端で出土する種実からは、外来種を含め、じつに多様
な植物質食糧が消費されていたことがわかる。 
 
(5) 都市化の特徴と動因  日本列島の古墳時代は、諸機能の拠点が領域内に広く分散し、そ
のため都市的景観が形成されにくかったというのが一般的な考えであろう。難波には津や交易
拠点があり、都市が生まれていた可能性があるが、古墳時代にこのような例は稀とされる[都出
比呂志 2018・1997]。都出はまた、藤原京段階の都城に凝集した都市の機能は、長い年月をか
けて蓄積されたうえに誕生したという。上町台地北端などの都市化に伴う機能分化と外部依存
の進行は、一歩一歩、階段をのぼるように漸進的である。古墳時代の初期と後期を一括りで語
ることはできないが、少なくとも 5世紀以降は、上町台地北端、比恵・那珂遺跡群、奈良盆地
内の数地域など、平行して都市化が進行していたところがあった。これらはきわめて特異な例
外ではなかったと考える。南郷遺跡群などの奈良盆地と上町台地北端の外部依存の進み方は、
基幹物資やその調達方法がよく似ている。博多湾岸の手工業品の需給は異なるようだが、人口
集中を支える手法は、地域を越えて一定の方向性と共通点がある。機能分化では、上町台地北
端と比恵・那珂遺跡群では、港・運河・河川・道などを基に、内政・外交・開発（・兵站）拠
点などの諸機能を配した内部構造がよく似ている。比恵・那珂遺跡群が上町台地北端の小型版
で、同じ考えの設計者によるかの如くである。 
初期の都市は自然環境に大きく依存していた。物資の需給や機能の分化は、建物跡などの遺
構や、土器などの考古遺物だけを扱っていては見えてこない。上町台地北端の事例や資料が特
異なのではなく、丹念な古環境復元や微細遺物などの活用で実相に近づける。目的的な発掘調
査の錬磨や研究法の改善により、都市化の実態はより明らかになると予測する。奈良盆地の布
留遺跡群や和爾・森本遺跡はじめ、ほかでも同様の社会経済の変化と、それに適合した集住形
態があった可能性は高い。 
上町台地北端と比恵・那珂遺跡群は国家レベルの体制整備、南郷遺跡群は地域の大勢力の家
産整備のため、新規に開発された。両者には実行主体に規模の違いがあった。生産力の伸張と、
必需物資の流通量の拡大という社会経済的要請が、5～7世紀の日本列島の都市化の大きな動因



であったと考える。計画主体が目指したのは、生産・流通（分配）・消費の一連の流れの整備で
あった。周辺開発とインフラ・流通網などの社会資本の整備により、人口集中地を支える経済
体を形成しようとした。そのため、自然環境とその変化を積極的に利用した。地形等の変化を
生む現象を、単なる災害で終わらせるか新たな活用対象とみるかは、その時代の人の側の問題
である。5～7世紀の社会は、積極的に活用していったと考える。この時期の都市化には外的動
因も強く、それ故に出発点から計画性が見られるが、あくまで地形などの制約に則したもので、
後の都城制のように直線の道路や街区を貫徹するようなものではない。 
都市化の過程は、普遍性とともに地域ごとに微妙な個性がある。自然環境の影響などのため、
鍵となる物資や事象が異なる。日本列島では、人口集中を支える鍵となった物資は穀物と木材
で、それらを大量に臨機に集め、使えることが肝要であった[南秀雄 2019]。小泉龍人は、世界
最初の都市を生んだ西アジアにおいて、一般集落から都市的集落を区別する必要十分条件とし
て、都市計画・行政機能・祭祀施設の 3つを挙げた。また、都市誕生の引き金として、温暖化
に伴う海水面上昇による塩害が農村を離れる大量の人々を生み、彼ら「よそ者」の流入とそれ
への対処を重視した[小泉 2016]。本研究で扱った地域では、住民間の軋轢が動因となったよう
にはみえず、当時、増加した朝鮮半島からの移民（渡来人）は、集住地や周辺でその技術が積
極的に活用されている。また、西アジアの都市化では木材は重要ではなく、中国の都市誕生期
でも日本列島ほどの役割はない。朝鮮半島周辺が動乱期であった 5～7世紀には、人的交雑が盛
んで日本列島に多数の移民があった。マクニールのモデルによれば、縁辺に位置し免疫力が未
だない日本列島では、伝染性の病が疫病となって流行しやすかった[マクニール 2007]。都市化
が指向した各種の社会資本の整備や、穀物・木材をはじめとした需給体制の強化は、当時の時
代の求めに応じ、疫病や自然災害がもたらす飢饉対策やその復興にも役立ったであろう。 
 
(6) シンポジウム・研究会・博物館展示による成果の発信、今後の展望  本研究では、大阪
歴史博物館での 3度のシンポジウム・研究講演会（2017 年 2月 4日「難波宮前の上町台地の都
市化－とくに物資（木材等）の需給から」、2017 年 12 月 2日「日本列島における初期都市化の
比較－博多湾岸と大阪上町台地」、2018 年 12 月 22・23 日『総括シンポジウム「古墳時代にお
ける都市化の実証的比較研究－大阪上町台地・博多湾岸・奈良盆地－」』）と、西アジア・中国・
奈良盆地のそれぞれの初期都市研究や、古環境復元の最新成果などに関する計 4回の研究会を
公開で開催した。また、研究成果を大阪歴史博物館の特別企画展「都市大阪の起源をさぐる 難
波宮前夜の王権と都市」（2016 年 7月 16 日～8月 29 日）において、広く市民に公開した。さら
に大阪歴史学会と共同し、現地見学検討会（「難波宮下層遺跡と上町台地北端部の開発」、2017
年 5月 14 日）を開催した。これらには全国の研究者をはじめ、考古学・歴史学に関心を寄せる
多数の市民が参加し、研究方法や発掘調査法への新たな提言となるとともに、市民団体主催の
会で本研究のテーマの講演を依頼されるなど、学会、埋蔵文化財担当者、考古学・歴史愛好家
などへ広がりを見せている。 
今後の研究の方向として、まず、同様の方法でのさらなる比較研究を、日本列島の他の地域
（例えば纏向遺跡、前代の比恵・那珂遺跡群）や朝鮮半島の地域（例えば金海、百済の漢城）
と進めるのが一つである。朝鮮半島南半は、社会の発展段階や自然環境が日本列島と似るが、
民族・国家間の断続的な戦争が、都市化の要因として大きかったと予測される。次に、定点を
決め、都市形成を規定する要因を長期でみる方向がある。研究代表者たちは当面の間、大阪を
定点とし、低地帯の都市形成で不可欠な治水・水防を軸に、長尺の都市史研究に取り組もうと
考えている。これも、災害が多発し始めた今世紀に意味のあることと思う。 
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